
令和 5 年度 （一社）犬山祭保存会理事会 3 委員会 第 3 回 議事録 

 

●日時    

令和 5 年 2 月 19 日（土） １5：00～17：0０ 

 

●場所  

IMASEN 犬山からくりミュージアム玉屋庄兵衛工房 ２F 

 

●出席者（敬称略） 

【常任理事】会長（石田）、会長代行（多和田）、副会長（小林、澤野）、財務委員長(今井)、 

伝統文化委員長（市橋）伝統文化副委員長（長井）、 

てこ委員長（浅野）、てこ副委員長（吉田成伸、陸浦）、 

企画広報委員長（松田）、企画広報委員長代行（斉木）、企画広報副委員長（柴田）、 

専務理事(溝口)  

 

●議事   

Ⅰ．会長挨拶 

Ⅱ. 令和 5 年犬山祭について 

Ⅲ．宵祭りの件 

Ⅳ. 会費の件 

Ⅴ. 春以降の事項 

Ⅵ. その他 

 

●議事内容 

Ⅱ.  令和 5 年犬山祭について 

①  運行について 

1) (試楽) 

 以前行われていた、神社に一旦全輌集結したのち、神社前と駅前に分かれる。 



 以前までは(北組)、(南組)入り混じって分かれていたが、今回は[神社組]は(北組)、 

[駅前組]は(南組)に分かれて執り行う。 

2) 今回から各町内ごとの運行図にタイムスケジュールを記載。 

  3) (本楽) 

   従来通り 

  

 

[運行に関しての議論] 

＞鍛治屋町 

   試楽夜、名栗町から南鍛治屋町へ北上するため曲がるのが困難なのでこの部分の 

運行を再検討してほしい。他の車山をやり過ごすために南鍛冶屋で待機するなど 

鍛治屋町でも検討します。 

>>てこ委員会でもはかり検討します。 

 

>本楽の運行が、いつもタイムスケジュールより時間が遅れるので、実行可能な 

タイムスケジュールにしてほしい。 

  遅れを取り戻すために急いで運行するため、休憩などが取れずに安全性が 

悪くなる。 

  特にいつも順番が後の町内が大変なので、歴史的決まり事などがなければ順番を 

変えるなどできないか。 

>>継続審議していく 

 

②   曳き出し式セレモニーについて 

駅前のみで行われていた曳き出しセレモニーを今年度より神社前でも行う。 

前回の 3 委員会及び理事会でも検討し実施する方向で検討していく。 

＊駅前は従来通り行う。 

 

[今回新規の神社前の準備と取り決め] 

1) 放送設備は本部があるので整っている。それを使用する。 

2) 口上の子供とてこさんが乗る演台を事前に本部席などに待機させ、開式前に設置を 



てこさんなどに手伝ってもらい設置する。 

3) 設置は演台のみで、桟敷はなし。 

4) 場所は車山のならぶ前の中央付近んで行う。 

5) セリフは駅前と同じで他のアナウンスなどはなく、口上のみ行う。 

6) 口上者の子供にはワイヤレスマイクをつける。 

7) 本部在席者と伝統文化委員がメインで執り行う。 

>神社前で行う試みは良いので、今後も継続発展できるようになると良い。 

>駅前の桟敷の来賓者も、招待をしたい方がいれば提案する。 

③  子供アナウンサー 

 北小学校、教育委員会の方と話し合いをし、了承をもらった。 

 今回の祭で実施する方向で継続審議していく。 

 また子供たちは本部在席者で世話役を検討する。 

 

Ⅲ．宵祭りの件 

祭前日の 3/31(金)夕刻 

>祭が始まる雰囲気を出す。 

>保存会として推奨するために、各町内に任せるのではなく最低限ここまではやる 

というプランを作成すべき 

  >企画主催は 3 委員会 

  >車山蔵のない町内、どんでん舘はどうするのかなど検討しプランを作成する。 

  >ゆくゆくは過去に実績のあるスタンプラリーなどやっってみたい。 

 

Ⅳ. 会費の件 

 会費は会への参加意欲の向上を促し、会を存続、運営するためのものであり、 

詳細やその活動は保存会ホームページの活動報告に常に掲示してある。 

およそ 1300 人いる会員全員に行事や活動への参加の案内を出すのは困難であるの

で、ホームページの最新情報や、各会の代表者に送るメール、LINE などで 



確認してほしい。 

 

Ⅴ. 春以降の事項 

＊全国技術者研修会犬山大会(9 月 16・17 日フロイデ) 

文化庁の主催する全国大会。全国より来賓がある。 

(予定)16 日は研修会、17 日はからくり館での実演見学。 

＊「犬山城下町祭り」「からくり町巡り」(10 月 21・22 日) 

 

＞今後の本祭での夜山 13 輌揃えを実施するため検証を兼ねて、 

保存会 50 周年事業としてこの 2 つの行事をより良いものとするため 

計画する。 

 ＞全国大会は 9 月より 10 月の方が犬山としては好都合なのでこの日程に 

  できないか再確認をする。 

 ＞全国の技術者に犬山のからくりや車山を見てもらえる機会を作りたい。 

 ＞スケジュール、時期的検証など詳細事項は継続審議していく。 

Ⅵ. その他 



① 「犬山城祭り」というものが新たに開催される。 

民間の団体が行うもので、市の歴まち課は関与していない。 

犬山にはいろいろな活動がある。 

② 祭衣装の助成の件 

祭に必要で衣装(小太鼓の衣装や、一般客と判別するための半纏衣装)を新調 

したものなどが助成に当たらないとの声が上がっている。 

保存会として確認して、申し立てをしていく。 

 

 

 

●次回日時   

令和 5 年 3 月１2 日 15:00～17:00 

 

●次回場所 

からくり館２階 

 

●記録日   

令和 5 年 2 月 19 日 

 

●記録者   

企画広報 柴田 


